
学部名

創生科学科
のカリキュラム

2年 MAT200XG △ △

1年 BSP100XG △ △

1年 BSP100XG △ △

1年 BSP100XG △ △

1年 BSP100XG △ △

1年 BSP100XG △ △

1年 BSP100XG △ △

1年 BSP100XG ◎ △

1年 BSP100XG ◎ △

1年 BSP100XG ◎ △

2年 MAT200XG △ △

2年 ELC200XG 〇 △

2年 PHY200XG 〇 △

2年 MAT200XG ◎ △

2年 MAT200XG 〇 △

2年 PHY200XG 〇 △

2年 PHY200XG 〇 △

2年 PHY200XG △ △

2年 PHY200XG △ △

2年 COT200XG △ △

2年 COT200XG △ △

2年 COT200XG △ △

2年 COS200XG △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ ◎ △ △

△ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △

〇 △ △ △ △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

△

〇 △ △ 〇 △ △

◎ △ △

〇 △ △ ◎ △ △

◎ △ △

〇 △ △ ◎ △ △

◎ △ △

◎ △ △ ◎ △ △

△ △

△ △ ◎ △ △

◎ △ △ ◎ △ △

◎ △

〇 △

〇

◎

情報エントロピー

コンピュータによる情報処理や、インターネットや携帯電話などを
通じた情報交換に使われる技術の基礎が情報理論である。これから
の高度情報化社会では、どのような職業につこうとも、情報理論の
基礎、すなわち情報理論的な思考方法を身につけておくことがとて
も大事になるであろう。この講義では、2進数および確率・統計の基
礎から始めて、情報量とエントロピー、情報源のモデル、符号化、
誤り訂正、暗号化などの情報理論の基礎を学ぶ。

高度情報化社会の基礎となる情報理論において、情報という概念が数
学的にどのように定義され、どのような数学的扱いによって実社会の
応用技術として使われているかを理解する。具体的には、確率事象を
理解し与えられた条件の下で確率が計算できる、情報量（エントロ
ピー）の定義を理解する、基本的な符号化と暗号化の手法を理解する
ことが目標となる。

多変量解析

複数の結果変数からなる多変量データを統計的に扱う主成分分析，
因子分析，クラスター分析などの理論，手法を学習する。これら手
法は，実験，観測，調査，画像，その他あらゆるデータの解析に応
用が広がっている。多変量解析を行うためには特に計算機の使用は
重要であり，実地データを利用した演習により，解析ソフトの習熟
もおこなう。

多変量解析の手法を実際の問題に適用可能にする。

情報処理の制御

計算機システムの構成とアーキテクチャを学ぶ。基本的なプロセッ
サの構成と動作，現在の計算機の基本構成，および命令を理解し，
アセンブリ言語による簡単なプログラミングを通してプロセッサの動
作を学ぶ。また，パイプライン処理，キャッシュメモリや仮想記憶
などの記憶階層，並列処理の基礎，およびスーパースカラーやマル
チスレッディングなど様々なプロセッサの高速化技法を理解する。

アセンブリ言語プログラミングを習得すること。
ノイマン型コンピュータの原理およびその高速化手法を理解し、有効
利用できること。

情報処理の方式

J07では計算機の実行機構、OSによる仮想化などが情報系各種分野
の共通事項として理解が必須とされている。情報処理方式の基本的な
概念と機構について学ぶ。計算機の構成および利用形態に応じたオ
ペレーティングシステムの役割ともつべき機能を理解し，実際にはど
のように実現されているかを学ぶ。これによって，情報処理の管理
方式の設計上のトレードオフを理解できる。

情報処理の実行基盤を形成するプログラミングシステムおよびオペ
レーティングシステムの仮想化の基本概念および実装方式について理
解する。なお、本講義はオペレーティングシステムの使い方を学ぶ講
義ではない。

流体と集団運動モデル

この講義では、理工系分野の基礎の1つである流体力学について、基
礎的事項を学ぶ。またその波及として、多数の粒子集団の運動を取
り扱う方法について概観する。流体力学では一見して難解で親しみの
少ない数学的表現が出てくると思うが、この講義ではその解法のテ
クニックを学ぶことを主たる目的にしない。数式の外見に惑わされ
ずに、数式で表そうとしている物理的事項の本質の方に注意を向けて
もらいたい。

流体の力学的な取り扱い方（流体力学）について、その基礎を理解す
る。それに必要な物理数学についても理解を深める。また、流体力学
から様々な分野への応用例に触れることで、多面的なものの見方を身
につける。

量子論

離散構造

科学技術を勉強していく中で必要となる数学的な素養の涵養を目的
とする。数学で築かれてきた重要な概念を習得し，記号を正しく
使って論理的に解明できるものとし，直感を数学的・形式的に明確
に表すことや，形式的に記述されていることから直感的な理解を得
ることができるようにする。理学や工学のさまざまな離散的対象を
表現する上で基礎となる基本的な考え方を学び、その記号による表
現法を学ぶ。到達目標は実際の対象を記号を用いて自由に表現で
き、加えて、記号による表現から対象の性質が理解できることであ
る。

微分や積分の連続的な対象とは異なる、連続でない値を取るサイコ
ロ、並べ方の個数、ゲームなどの対象の基礎となる基礎を修得する。
有限、有限から無限に至る対象を主眼に扱う。

創生科学基礎実験I

創生科学科を構成する自然，物質，人間，知能分野の基本的，代表
的また興味あるテーマについて実際を実践体験する。各テーマで
は，原理の理解，測定器の扱い，測定法，調査法の理解，現象の理
解，データの取得，データの整理解析，レポートの作成について総
合的に学習する。専任教員が，専門とする分野について，物理実
験，科学観測，フィールド調査，データ解析・分析，計算機実験・
演習等からなる実験テーマを担当する。学生は，卒業プロジェクト
で希望する分野に重点をおく複数のテーマを学習する。

実験を通して実際の物理現象と物理法則との対応を理解し，実感とし
て体得する．

電子回路・デバイス

計算機を構成する電子回路・デバイスの動作原理を理解する。実
験，測定，データ取得等には各種の電子回路(アナログ，デジタル，
PCネットワーク等)が必要であり，その実現は日々進歩している。そ
れらの基礎を学習する。すなわち電子素子の動作原理に始まり，測
定を現実化する回路の動作原理，特性等である。また素子，回路を
学ぶためにも，実際を想定した数値を取り扱った演習，PC上でのシ
ミュレーションもおこなう。さらに，計算機の基本的構成要素とし
ての論理素子と論理回路の基礎について学び，計算機で取り扱う
様々なデータの表現方式を理解する。

現代物理学の中核である量子力学の基礎として，量子現象とその応
用について学習する。また量子力学にいたる各種の数学を学ぶ。マ
クロ世界と量子世界を結ぶ観点，すなわち光の粒子性・波動性，物
質の二重性，不確定原理と観測問題，波束の収縮などについて学
ぶ。古典力学とは異なる概念・考え方を持ち，微視的世界を支配す
る量子論に基づいた自然観を身に付けることで，現代社会に深く関
わる量子現象の理解，取り扱いに習熟する。
現代物理学の中核をなす量子力学の基本的な考え方を学ぶ。なぜ量
子力学が必要であるのかをその生まれた経緯から学習し、古典力学
とは異なる量子力学特有の概念、考え方を身につける。

古典力学とは異なる概念・考え方を持ち、微視的世界を支配する量子
論に基づいた自然観を身につける。すなわち、光の粒子性・波動性、
物質の二重性、不確定原理と観測問題、波束の収縮などについて学ぶ
ことで、古典力学とは異なる量子力学特有の概念、考え方を習得す
る。また量子力学にいたる各種の数学を学ぶ。量子力学の基本的な式
であるシュレディンガー方程式を学習し、水素原子など具体的な系へ
の適用を通して、その扱いに習熟する。

離散解析

科学技術を勉強していく中で必要となる数学的な素養を涵養する。こ
こでは，再帰的な論法やオートマトンの状態遷移など，「手続き計
算」に関連の深い項目を扱う。オートマトン理論とは 抽象的な計算
方式の枠組みのことです。形式的な方法を用いることでこのような
枠組みの能力と限界を理解できます。様々なオートマトンを議論す
ることで、文法、メモリ、計算のもつ意義をつかみ取ることができ
ます。

この科目は カリキュラム標準 コンピュータ科学 J07-CS のうち、離散
構造 (DS) エリアから 3 トピックをカバーします。

DS4 : 証明技法 (8時間)
DS6 : オートマトンと正規表現 (6時間)
DS7 : 計算論概論 (4時間)

物理学基礎III

ニュートン力学はあらゆる科学技術の基礎であり土台である。本講義
前半では物体を質点として理想化し、質点の物理的、数学的な扱いに
慣れることを目標とする。後半では質点の集りである質点系の運動や
大きさをもった物体としての剛体の運動の扱いを通してより実際的な
問題について理解できるようにする。

数学基礎演習I

自ら演習で，問題を解き，証明，導出をおこなうことにより，線形
代数と微分積分学について内容を理解し，定着させる。演習課題と
しては主要な例題が中心であるが，実際の現象，運動との具体的な
関係を常に明らかにする。習熟度を見ながら，必要に応じた反復学
習，プレゼンテーション学習，復習宿題等を取り入れる。初等関
数、ベクトル、行列、微積分など応用上重要な基本的事項を習得す
る。

数学の理論を様々な分野への応用例を理解し、演習を通じて問題の解
法を提示できる。

数学基礎演習I

自ら演習で，問題を解き，証明，導出をおこなうことにより，線形
代数と微分積分学について内容を理解し，定着させる。演習課題と
しては主要な例題が中心であるが，実際の現象，運動との具体的な
関係を常に明らかにする。習熟度を見ながら，必要に応じた反復学
習，プレゼンテーション学習，復習宿題等を取り入れる。

数学の理論を様々な分野への応用例を理解し、演習を通じて問題の解
法を提示できる。

創生科学基礎実験I

創生科学科を構成する自然，物質，人間，知能分野の基本的，代表
的また興味あるテーマについて実際を実践体験する。各テーマで
は，原理の理解，測定器の扱い，測定法，調査法の理解，現象の理
解，データの取得，データの整理解析，レポートの作成について総
合的に学習する。専任教員が，専門とする分野について，物理実
験，科学観測，フィールド調査，データ解析・分析，計算機実験・
演習等からなる実験テーマを担当する。学生は，卒業プロジェクト
で希望する分野に重点をおく複数のテーマを学習する。

実験を通して実際の物理現象と物理法則との対応を理解し，実感とし
て体得する．

電磁気現象とそれらを記述する法則について学ぶ。また場の概念と
取り扱いの導入，現象を記述する数学の意味づけと使う訓練をおこ
なう。高校の物理でその答えを習っている事例は多いが，大学では
それらを原理から系統的に学び，各現象の横のつながりを理解す
る。またそのために必要な数学を身につけることを重視する。物理
と数学の基礎を作った学問であり，その歴史的進歩，概念の試行錯
誤の学習は理解の助けになる。

電気、時期現象を説明する理論の理解と、その導出の歴史を理解す
る。また、それを用いた解析の初歩を習得すること。

物理基礎演習II

物理学は計算技術ではない。計算はできても基本的概念に疎い者が
最近多く見受けられる。物理学を仕事や研究、日常生活に活かすた
めには「物理学的な物の見方考え方」が重要なのである。基本概念
とその全体像を定性的に理解し、その上に定量的計算がくるべきも
のである。本講義は講義・演習を通して本質的理解への一助を提供
することで未知の問題にも適切に対処し得る能力を養うことを目的
とする。

力学と電磁気学は科学技術の土台を成す最も基本的な学問である。本
講義の前半は「剛体の力学」を、後半は「電磁気学の基礎」を学ぶ。
これらはいずれも「難解」とされているが、単なる数式や結果の導出
に終始するのではなく、数式の裏にある物理的描像を把握することを
目標とする。

統計技法

様々なデータ，信号の解析と評価に必要な数学として確率と統計の基
礎を学習する。確率や統計の手法の原理を理解し，各種計算法の習
得をめざす。また確率論の諸概念（条件付き確率，期待値，分
散），組合せ論的確率，確率分布，確率の法則，確率過程，統計・
検定などの基礎を，例題を利用し学習する。数式プログラム，各種ソ
フトの利用も習得する。

代表的な離散分布と連続分布の性質期待値、分散

数学基礎演習II

自然科学、工学の基礎方程式としてしばしば用いられる。微分方程式
やフーリエ関数など広い応用範囲を配慮して、数学的な基礎を後述
する。自ら演習で，問題を解き，証明，導出をおこなうことによ
り，線形代数と微分積分学について内容をさらに理解し，定着させ
る。演習課題としては主要な例題が中心であるが，それらについも
実際の現象，運動との具体的な関係を常に明らかにする。習熟度を
見ながら，必要に応じたグループ分けをおこない，演習を進める。

上微分方程式、偏で微分方程式の代表的開放を示す。

理工学部 学科名 創生科学科

理工学部の目指すもの
グローバル時代をリードする高度な知的研究活動を強力に展開・推進し、優れた理工学分野の新技術や
研究成果を持続可能な地球社会の発展に貢献できる自律的な技術者・研究者を育成することを理工学部
の教育理念とする。

理工学部のディプロマポリシー

理工学部の教育目標に従い、以下の能力及び人間的、社会的規範を持った人材を育成する。卒業所要単位を修得した学生はこれらの
能力について基準を満たすと認め学位を授与する。
１．専門分野の体系的学識を持ち、優れた問題発見・解決能力を有するとともに変化の速い先端技術に自律的に柔軟に対応可能な専門性を有する。
２．専門分野の学識に加え学部教育で総合的に培われた基礎・基盤学問分野の素養をもとに新たな分野の開拓・創生に挑戦する創造的姿勢を有する。
３．専門分野において外国語によるコミュニケーションが可能であるとともに異文化を良く理解し、グローバルに活躍できる国際性を有する。
４．技術と社会のかかわりを深く意識し、高い倫理観を持って持続可能な社会構築にむけリーダーシップを発揮し貢献できる豊かな人間性を有する。

教育目標(創生科学科) 科学的な考え方と問題解決法を修得し、その手法を理系・文系の枠組みを超えて、物質・自然・人間・
知能などあらゆるフィールドで展開し、あらゆる分野の問題解決に活用できる力をもった人材を育成す
る。

〇 △ △

理 工 学 部 学科のディプロマポリシー 物理学と数学を基礎とし、理系・文系を問わない分野に進出できる能力と意欲をもつ「理系ジェネラリスト」を育成し、最先端の理系技術者でありながら、俯瞰的・科学的な目で問題解決できる人に学位を授与する。

◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的

△

到達目標
理工学の基礎知識を幅広
く理解し，それを応用す
る能力を身に着ける

外国語によるコミュニ
ケーションスキルを身に
着ける

社会人として必要な人間，
自然，社会に関する幅広
い素養を身に着ける

創生科学を学ぶ上で必要
な基礎知識を身に着ける

創生科学を実践する上で
必要なスキルを身に着け
る

最先端の技術を生かし，
創生科学に関する新たな
手法や方法論を提案する
能力を身に着ける

課題を提案して実行し，得
られた結果を科学的に分
析する能力を身に着ける

科学技術の社会的影響力
と重要性，及び倫理的責
任を理解する

ナンバリン
グコード学年

〇

◎ △ △

物理基礎演習I

△

メモリの利用を含め、機能ブロックの動作を理解し、設計できるこ
と。

解析力学

解析力学とは、ニュートンの運動の法則を最小作用の原理とよばれ
る方式で定式化した学問体系である。最小作用の原理は、力学のみ
ならず広汎な物理法則を記述できる普遍的な定式化である。この講
義では、解析力学を使って難しい問題がたくさん解けるようになる
ことを主目的にはしない。解析力学とはどのような学問であるかを
概念的に理解し、これまでに学んだニュートン力学の新しい定式化
によって、自然の見方に新しい観点が出てくることを実感し、自然
に対する興味がより深まるようになることを目的とする。

自然現象の体系的な理解の中で、解析力学とはどのような学問である
かその概念を自分なりに理解する。日常目にする基本的な運動を
ニュートン力学と解析力学のアプローチで記述でき、両者の違いはど
こにあるのかを理解する。

複素関数論

微積分で学んだ実変数の三角関数、指数関数等を複素変数に拡張す
るところから始めて、複素関数の微分や積分について学ぶ。とくに
応用上大切な有理形関数の積分について、負べきを許してべき級数に
展開し、閉曲線に沿って項別積分することによって、積分の計算が
留数の計算に帰着されることを示す。

複素関数の取り扱いについて理解を深め、留数定理を利用して複素積
分を計算する手順を身につける。

創生科学入門

自然，物質，人間，知能のフィルードでの学科教員の研究の紹介を
通して，学科のめざす創生科学の導入教育をおこなう。学科の教育の
目的また社会におけるその位置づけを明らかにし、学生に勉学の目
的意識を持たせ，まためざそうとするフィルードへの興味，焦点 を
より鮮明にさせる。また合わせて，勉学の仕方，また図書館，ネッ
トワークに始まる各インフラの活用法等も教授する。

創生科学科の教育の目標と方法を理解し、様々な授業(講義、実験、演
習そして卒業研究)に自主的かつ意欲的に取り組む目的意識をもつこ
と。自分から知識を求める積極性を持つこと。 △ △

△

△

△

◎

創生科学基礎演習I

自ら演習で，問題を解き，証明，導出をおこなうことにより，線形
代数と微分積分学について内容を理解し，定着させる。演習課題と
しては主要な例題が中心であるが，実際の現象，運動との具体的な
関係を常に明らかにする。習熟度を見ながら，必要に応じた反復学
習，プレゼンテーション学習，復習宿題等を取り入れる。
以下の項目に関して十分な理解をする。
(1)プログラミングの基礎的構成要素
(2)アルゴリズムと問題解決
(3)基本データ構造
(4)再帰

Java言語を通じ、アルゴリズムの基礎を理解する。各自が与えられた
問題を求めるための方法をJava言語で表現できる。

◎

物理学は計算技術ではない。計算はできても基本的概念に疎い者が
最近多く見受けられる。物理学を仕事や研究、日常生活に活かすた
めには「物理的な物の見方考え方」が重要なのである。基本概念、
全体像を定性的に理解し、その上に定量的計算がくるべきものであ
る。本講義は講義・演習を通して自然科学の本質的理解への一助を
提供することで未知の問題にも適切に対処し得る能力を養うことを
目的とする。

ニュートン力学はあらゆる科学技術の基礎であり土台である。本講義
前半では物体を質点として理想化し、質点の物理的、数学的な扱いに
慣れることを目標とする。後半では質点の集りである質点系の運動や
大きさをもった物体としての剛体の運動の扱いを通してより実際的な
問題について理解できるようにする。

物理基礎演習I

物理学は計算技術ではない。計算はできても基本的概念に疎い者が
最近多く見受けられる。物理学を仕事や研究、日常生活に活かすた
めには「物理的な物の見方考え方」が重要なのである。基本概念、
全体像を定性的に理解し、その上に定量的計算がくるべきものであ
る。本講義は講義・演習を通して自然科学の本質的理解への一助を
提供することで未知の問題にも適切に対処し得る能力を養うことを
目的とする。



学部名

創生科学科
のカリキュラム

理工学部 学科名 創生科学科

理工学部の目指すもの
グローバル時代をリードする高度な知的研究活動を強力に展開・推進し、優れた理工学分野の新技術や
研究成果を持続可能な地球社会の発展に貢献できる自律的な技術者・研究者を育成することを理工学部
の教育理念とする。

理工学部のディプロマポリシー

理工学部の教育目標に従い、以下の能力及び人間的、社会的規範を持った人材を育成する。卒業所要単位を修得した学生はこれらの
能力について基準を満たすと認め学位を授与する。
１．専門分野の体系的学識を持ち、優れた問題発見・解決能力を有するとともに変化の速い先端技術に自律的に柔軟に対応可能な専門性を有する。
２．専門分野の学識に加え学部教育で総合的に培われた基礎・基盤学問分野の素養をもとに新たな分野の開拓・創生に挑戦する創造的姿勢を有する。
３．専門分野において外国語によるコミュニケーションが可能であるとともに異文化を良く理解し、グローバルに活躍できる国際性を有する。
４．技術と社会のかかわりを深く意識し、高い倫理観を持って持続可能な社会構築にむけリーダーシップを発揮し貢献できる豊かな人間性を有する。

教育目標(創生科学科) 科学的な考え方と問題解決法を修得し、その手法を理系・文系の枠組みを超えて、物質・自然・人間・
知能などあらゆるフィールドで展開し、あらゆる分野の問題解決に活用できる力をもった人材を育成す
る。

理 工 学 部 学科のディプロマポリシー 物理学と数学を基礎とし、理系・文系を問わない分野に進出できる能力と意欲をもつ「理系ジェネラリスト」を育成し、最先端の理系技術者でありながら、俯瞰的・科学的な目で問題解決できる人に学位を授与する。

◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標
理工学の基礎知識を幅広
く理解し，それを応用す
る能力を身に着ける

外国語によるコミュニ
ケーションスキルを身に
着ける

社会人として必要な人間，
自然，社会に関する幅広
い素養を身に着ける

創生科学を学ぶ上で必要
な基礎知識を身に着ける

創生科学を実践する上で
必要なスキルを身に着け
る

最先端の技術を生かし，
創生科学に関する新たな
手法や方法論を提案する
能力を身に着ける

課題を提案して実行し，得
られた結果を科学的に分
析する能力を身に着ける

科学技術の社会的影響力
と重要性，及び倫理的責
任を理解する

ナンバリン
グコード学年

2年 MEC200XG △ △

2年 PHY200XG △ △

2年 MAT200XG △ △

2年 COT200XG △ △

2年 HUI200XG △ ◎

2年 COS200XG △ △

2年 PHY200XG △ △

2年 BSP200XG △ ◎

2年 PHY200XG ◎ △

2年 PHY200XG ◎ △

2年 COT200XG ◎ △

2年 ELC200XG ◎ △

2年 ELC200XG ◎ △

2年 COT200XG ◎ △

3年 PHY300XG 〇 △

3年 COS300XG 〇 △

3年 COS300XG 〇 △

3年 PHY300XG 〇 △

3年 COS300XG 〇 △

3年 COS300XG 〇 △

3年 MAT300XG 〇 △

3年 COS300XG 〇 △

3年 COT300XG 〇 △△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

△ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

△ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △

知識創造

開発の過程に対応できる知識の複雑さに対応する方法を学ぶ。ここ
では，知識や理論を理解するだけでなく，それを活用できることが
重要である。知識処理の手続き言語を使った開発を念頭に，開発計
画の立案，実施，計画と実際の違いを理解することで，プロジェク
ト計画の重要性も学ぶ。
人による知識創造の営みはきわめた幅広い．この授業では，初めに
知識とは何か，知識創造にはどのような方法があるか，という一般
的な枠組みを論じた後，とくにソフトウェアの開発という分野に
絞った知識創造のあり方について，取り上げていく．

問題発見，問題解決のためのさまざまな方法を学び，その中で，とく
にソフトウェア開発による問題解決・知識創造の技術について，その
基礎を習得する．

時間・周波数解析

時間・周波数解析の基礎理論としてのフーリエ解析を学ぶ。フーリ
エ解析は18-19 世紀のフランスの物理学者・数学者であるジョセ
フ・フーリエによって創始されたもので、「さまざまな関数が周期
の異なる三角関数の無限級数で表される」ことに基礎を置いてい
る。今日フーリエ解析は、微分方程式の解法、実験や数値シミュ
レーションのデータ解析、信号処理など社会の広い範囲の科学技術
に応用されている。
（「数理モデルと統計」の読み替え科目）

フーリエ解析のもっとも基礎であるフーリエ級数展開の概念と収束の
意味を理解し、基本的な関数のフーリエ級数展開とフーリエ変換、逆
変換ができるようになる。エネルギースペクトルとパワースペクトル
とは何かを理解する。

言語の数理

形式言語のもつべき機能や特徴について論じ，それらが具体的・人
工的な言語でどのように実現されているかを見る。これによって，言
語の設計におけるトレードオフを理解し，異なるスタイルやパラダイ
ムを理解する。このほか，言語処理系の基本的構築技法についても
論じる。
この授業では言語理論と計算可能性を述べる。言語の仕組みの基本
を理解しながら、Chomskyの言語理論の本質に迫る。言語理論基本
に、チューリング機械を導入して、計算の複雑さについて学ぶ。

言語の問題が与えられたとき、その問題がどの程度難しい問題である
かを理解できる。

言語リサーチデザイン

人は言語という直線的な音・記号の連続によって世界を理解し、考
えを表現する。連続する音や記号で伝えたい意味を伝達するとはど
ういうことなのだろうか。この最も基本的な疑問に答えていくのが
言語学概論の目的である。

音と統語を両方とも扱う。言語形式の中心である音声学、音韻論、形
態論、統語論の基礎とつながりを理解し、意味がどのように伝達され
るのかを理解する。

人間・社会リサーチデザイン

統計技法を人間フィールドにおける諸課題に適用するための分析・
研究方法，具体的には，観察法，実験法，調査法，検査法，事例研
究法，実験計画法，標本抽出法，社会調査法等について学ぶ。その
後，検査法をもとにした心理査定モデル，調査法をもとにした社会
調査モデル等について，グループワークを交えながら，検討していく
ことにする。人文・社会学系のリサーチで必要とされる基礎的な統
計処理の知識とリサーチデザインの組み立て方に習熟し、自己の研
究課題に応じて適切な方法を取ることができるようにする。

種々の方法を駆使した様々な論文を読みながら、以下の二つを到達目
標とする。
 １．自分の研究課題に応じて適切な方法を取ることができるように
する。
 ２．上記１の下位目標として、基礎的な統計処理の知識に習熟す
る。
 ３．上記１の下位目標として、学術論文の「方法」と「結果分析」
を読み取り、解釈できるようにする。

シミュレーション技法

数値解析，シミュレーションおよびその発展である数値計算方式の
基礎を学習する。特に各種方程式のプログラムでの取り扱い，精度等
の原理，技術を学ぶ。例に基づく現象の時間発展を扱う微分，積分
方程式の取り扱いも含む。理論、実験と並ぶ、科学技術研究方法と
なった、コンピュータ・シミュレーションの基礎について

最も基本的で重要なアルゴリズムを学び、演習を通して身につけるこ
とを目的とする。

現象モデリング

様々な分野での振動，波動現象，周期的，単発的現象，特に電磁場
の振る舞い，電磁波現象，信号の伝送・応答など，時間変化する現
象，伝搬する現象について，物理法則に則ったモデル化をおこな
い，数学方程式の導出を学習する。方程式の解法の演習，結果の考
察もおこなう。モデルの複雑化，精密化なども試み，原理のモデル
と実際の現象との関係や相違点を理解する。

力学および電磁気学における具体的な現象を通して、振動の物理を理
解する

統計・量子力学モデル

量子力学および統計力学の概念と基礎的な部分を学習する。量子力
学の扱うミクロ世界と統計力学が対象とするマクロ世界とがどのよ
うに関係するかを理解するために，物質や現象の振る舞いをモデル
化した数式の取り扱いを行う。分野は非常に広範であり，網羅する
ことは出来ないが，要所かつ代表的な水素原子，結晶，電磁放射等
をモデル化し，数式を導く。ここから具体的な振る舞い，結果の導
出を試み，実際の物質，現象と比較する。
いわゆる量子力学Ⅱおよび、統計力学の基本について学ぶ。ともに
物理学の理解には必要不可欠のものである。また、これらのことを
理解することで、ミクロな世界とマクロな世界の繋がりを知る。

量子力学Ⅱの重要な概念である、角運動量、スピン、摂動、対称性と
保存則について理解する。また、統計力学の重要な概念である、分布
関数、統計、自由エネルギーについて理解する。

数値計算

近年，計算も単なる数値計算にとどまらず，大がかりな数値シミュ
レーションが行なわれるようになった。数値計算や大規模数値シ
ミュレーションといった，コンピュータでの科学技術計算において
基礎となる，数値解析法について講義する。計算機における数値の
表現，計算誤差，連立1次方程式の数値解法，常微分方程式の数値解
法，補間法について，最も基本的で重要なアルゴリズムを講義し，演
習を通して身につけることを目的とする。

最も基本的で重要なアルゴリズムを学び、演習を通して身につけるこ
とを目的とする。

創生科学基礎実験III

創生科学科で扱われる内容は幅広いが，物理学的な素養が求められ
るケースも多く，そこには多くの学生にとって馴染みが少ない，エ
レクトロニクスも含まれている．ここでは，創生科学基礎実験IやII
の延⻑線上で，とりわけエレクトロニクスに焦点をあてた実験を個
人毎に行い，それについて学ぶ．

 限られた回数の実験で，アナログ電子回路やディジタル電子回路全
般を扱うことはできないが，それらの基礎を知り，電気回路について
復習しつつ電子回路に少しでも慣れることを目標とする．あわせて，
実験レポートのまとめ方などについても，さらにブラッシュアップで
きるはずである．

創生科学基礎演習III

現代の知識・知能操作では既存の操作手法（部品）を組み合わせた
開発がなされている。ここでは，さらに拡張性，再利用性に配慮し
た開発で生ずる様々な問題に対処する方法を学び，グループで開発す
る実習を行う。

Java風の数値計算言語を考えて、この限をスタック計算機というソフ
トウエアで作成した計算機で計算する方式について学ぶ。

創生科学基礎演習II

知識操作アルゴリズムの設計手法を涵養する。計算量の概念を理解
し，処理効率を意識しつつ，適切な設計方針・設計手法を選択でき
る能力を身に付ける。学んだ手続きや方法を現実に情報処理するこ
ともある。アルゴリズムの良し悪しによって効率が大きく変わること
を学び，理論的な解析に対して直感的な理解を得る。
Java によるデータ構造を用いたモデル化と操作アルゴリズムを学び
ます。このため、JAVA を復習したあと、基本的なデータ構造から初
めその発展形を理解します。ここでは、再帰やオブジェクト指向の
考え方を理解しながら、リスト・スタック・待ち行列・ハッシュ・
木構造などを講義と演習を通じて実践的に身につけます。

この科目は カリキュラム標準 コンピュータ科学J07-CS のうち、アル
ゴリズム(AL)およびプログラミング(PF) エリアから 4 トピックをカ
バーします。
PF3 基本データ構造 (2 時間)
AL1 アルゴリズムの解析の基礎 (4 時間)
AL2 アルゴリズム設計手法 (8 時間)
AL3 アルゴリズム設計例 (8 時間)

創生科学基礎実験III

創生科学科で扱われる内容は幅広いが，物理学的な素養が求められ
るケースも多く，そこには多くの学生にとって馴染みが少ない，エ
レクトロニクスも含まれている．ここでは，創生科学基礎実験IやII
の延⻑線上で，とりわけエレクトロニクスに焦点をあてた実験を個
人毎に行い，それについて学ぶ．

 限られた回数の実験で，アナログ電子回路やディジタル電子回路全
般を扱うことはできないが，それらの基礎を知り，電気回路について
復習しつつ電子回路に少しでも慣れることを目標とする．あわせて，
実験レポートのまとめ方などについても，さらにブラッシュアップで
きるはずである．

創生科学基礎実験II（物理学実験）

実験機器を用いグループでおこなう物理科学実験，回路シミュレー
タ等による電気電子実験を基本とする。実験また実習を通して，科学
のみちすじ，すなわち原理の理解，測定器の扱い，測定法の理解，
現象の理解，データの取得，データの整理解析，レポートの作成を
学習する。PCを用い，シミュレーション，データ取得，解析，レ
ポート作成を組み合わせる。共通ガイダンスの後，法則の検証と電
子回路技術に分類された実験をそれぞれ3テーマ以上学習する。

物理実験をみずから行い、データーをとり、評価、公表できるように
なること。

創生科学基礎実験II（物理学実験）

実験機器を用いグループでおこなう物理科学実験，回路シミュレー
タ等による電気電子実験を基本とする。実験また実習を通して，科学
のみちすじ，すなわち原理の理解，測定器の扱い，測定法の理解，
現象の理解，データの取得，データの整理解析，レポートの作成を
学習する。PCを用い，シミュレーション，データ取得，解析，レ
ポート作成を組み合わせる。共通ガイダンスの後，法則の検証と電
子回路技術に分類された実験をそれぞれ3テーマ以上学習する。

物理実験をみずから行い、データーをとり、評価、公表できるように
なること。

運動モデリング

質点，剛体，多体系，集団の運動など，様々な力学運動について，
力学法則等に則うモデル化をおこない，微分方程式などを導出する
技法を習得する。力学的な振動，波動の取り扱いについても同様に
おこなう。方程式の解法の演習，結果の考察もおこなう。さらに摩
擦などを現象論的に付加したモデルも扱い，実際におこる現象との
関係の理解，その差の理解へのステップアップをはかる。
力学、電磁気学、光のさまざまな物理現象であらわれる、振動と波
動について学ぶ。力学的な振動・波動の取扱い、波動方程式、波と
しての光とその性質についても学ぶ。

振動・波動は身近なところでは水面波、空気の振動による音波から，
電磁場の振動による電磁波、光などさまざまな現象にあらわれる。力
学、電磁気学などの古典物理学から、現代物理学の基本となる量子力
学にいたるまで多くの分野に本質的にかかわっている。質点の力学的
運動を記述する運動方程式から出発して、振動、波動現象を記述する
微分方程式を導出する技法を習得、その取扱いに習熟する。さらに波
動としての光とその性質を学び、これらの現象を統一的に理解する。

システム思考論

システムとは，相互に影響を及ぼしあう複数の要素から構成される
仕組みの全体である。対象が自然の場合，現象を因果関係やその循
環などとして捉える。人工物や組織の設計の場合，その要素を合目的
に結合した物や組織を合成する。体系を対象とする場合，その要素
概念を一貫性のある論理で結合される。本講では，対象がどのよう
な要素から構成され，どのように結合されるかに焦点を当て，その
考え方と方法を紹介する。
科学実験の基礎となっている考え方とデータ処理の技法を学ぶ。
（「科学実験リテラシー」の読み替え科目である）

1年生秋学期から始まる創生科学基礎実験I、および2年生の創生科学基
礎実験II, IIIで必要となる誤差、有効数字、正規分布などの基礎概念、
グラフの書き方読み方、データ整約の技法、およびそれらの基礎と
なっている概念を理解し、パソコンを使って実際のデータに応用でき
るようにする。

社会と知能

社会の視点に立って，計算機や通信の技術とその産業がもつ意味
と，社会知能としてのありかた・価値を考える。カバーする範囲は歴
史，倫理，知的財産権，セキュリティ，プライバシー，産業と幅広
いが，それらを通して情報技術者・研究者がもつべき社会的視野を形
成するベースを作ることが目標である。社会における情報技術，人
工知能技術，認知科学などの役割と，それらが強く関連を持つ社会
の諸問題，たとえば知的財産保護，情報産業のあり方，コンピュー
タ犯罪などを取り上げる．

情報技術と社会の関係について十分な問題意識を持ち，個々の問題に
ついて基礎的な知識を習得するとともに，今後必要性が生じうるさま
ざまな具体的な問題に対応し，それに応じた知識を効果的に獲得する
とともに自らの考え方を形成することができるような素養を作る．

フィールドワークとモデル構成

フィールドワークとリサーチデザインは様々なパラダイムに基づいて
いる。その様々なパラダイムは異なったモデル構成，調査方法，デー
タ分析方法につながる。本授業は異なる分野のパラダイムを比較しな
がら，文化人類学的なフィールドワークと調査理論を紹介する。よ
り具体的には，受講生がリサーチプロジェクトを計画・実行する
が，そのプロセスをそれぞれの段階を追って進めていく。そのプロセ
スには帰納・演繹法による理論構築，社会現象測定としての⺟集団
の特定，データ抽出の決定，質的・量的データ収集法，データ処理
としてのコーディングシステムの決定，データのマッピングと質的
データ解析，モデルの検証，調査倫理，などが含まれる。

社会学におけるリサーチデザインとモデル構成を考える力を身につけ
ること。

計測単位と標準

測定の数値化が計測の基本である。そのための単位そして基準であ
る標準は，有史以来の一大事業であった。計測の基礎として，これ
らを学習する。国際単位そして標準の役割，その根拠と実験的事実等
を学び，自らが測ろうとしている目的，理由と結びつけることは，
測定の質点の集合向上させる上で重要である。そしてその数値的限
界を示す不確からしさの表記は科学コミュニケーションでもある。
数値，単位が，科学・技術の分野だけではなく，社会・生活の共通
言語であることの認識を第一とする。

 計測・測定の意義、意味そして原則を習得し認識すること、そして
常にこの原則を科学的行為の規範とできるようにする。複雑な数式を
用いることはないが、基本的な「算数」が自由に扱え、評価ができる
ようになることも目標の一つである。

移動知能

情報システムは、ネットワークで相互接続されたコンピュータ等の
情報機器により構成されている。各コンピュータでの処理単位をプロ
セス(process)といい、プログラムの実行状態である。分散システム
(distributed system)は、ネットワークにより相互接続された複数の
プロセスが、互いにメッセージ通信を行いながら、ある目的を達成
するために協調動作するシステムである。ここでは、分散システムの
基本を理解することを目的とする。

本講義により、知能システムの中核となるコンピュータ・ネットワー
クおよびこれを用いた高度応用についての基本概念、アーキテク
チャ、アルゴリズム、評価方法についての基本理解を深める。

熱力学・統計力学

熱力学では，熱現象を物質の巨視的性質として扱う。エネルギー，温
度，エントロピーの概念そしてそこにある熱力学の法則を学習する。
また産業革命をになった学問の歴史，経験的な定式化にも言及す
る。一方，この現象を微視的な性質たとえば量子から数学的に組み
上げる統計力学を学習する。この両学習の結合により現象の深い理
解をめざす。また情報などの分野への応用発展の基礎を作る。マク
ロな熱力学とミクロな統計力学のまさに入門の部分をおこなう。

熱力学と統計力学の基本的入門部分を理解すること、またそこに至る
歴史的考察を知識として持つこと。

物理学基礎IV

発電，電磁誘導から電磁波にいたる現象とそれらを記述する法則，
数学について学ぶ。交流，高周波という時間的に変化する現象を扱
う。大学では，それらをその根本原理から系統的に学習する。また
そのために必要な数学を身につけることを重視する。物理と数学の
基礎を作った学問であり，理解のために，概念，取り扱いの歴史(成
功と失敗，改良)を適宜取り入れ紹介することは重要である。

電磁気学の理論の理解、マクスウエル方程式そして電磁波の理解、そ
して例の理解と自ら取り組めること。



学部名

創生科学科
のカリキュラム

理工学部 学科名 創生科学科

理工学部の目指すもの
グローバル時代をリードする高度な知的研究活動を強力に展開・推進し、優れた理工学分野の新技術や
研究成果を持続可能な地球社会の発展に貢献できる自律的な技術者・研究者を育成することを理工学部
の教育理念とする。

理工学部のディプロマポリシー

理工学部の教育目標に従い、以下の能力及び人間的、社会的規範を持った人材を育成する。卒業所要単位を修得した学生はこれらの
能力について基準を満たすと認め学位を授与する。
１．専門分野の体系的学識を持ち、優れた問題発見・解決能力を有するとともに変化の速い先端技術に自律的に柔軟に対応可能な専門性を有する。
２．専門分野の学識に加え学部教育で総合的に培われた基礎・基盤学問分野の素養をもとに新たな分野の開拓・創生に挑戦する創造的姿勢を有する。
３．専門分野において外国語によるコミュニケーションが可能であるとともに異文化を良く理解し、グローバルに活躍できる国際性を有する。
４．技術と社会のかかわりを深く意識し、高い倫理観を持って持続可能な社会構築にむけリーダーシップを発揮し貢献できる豊かな人間性を有する。

教育目標(創生科学科) 科学的な考え方と問題解決法を修得し、その手法を理系・文系の枠組みを超えて、物質・自然・人間・
知能などあらゆるフィールドで展開し、あらゆる分野の問題解決に活用できる力をもった人材を育成す
る。

理 工 学 部 学科のディプロマポリシー 物理学と数学を基礎とし、理系・文系を問わない分野に進出できる能力と意欲をもつ「理系ジェネラリスト」を育成し、最先端の理系技術者でありながら、俯瞰的・科学的な目で問題解決できる人に学位を授与する。

◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標
理工学の基礎知識を幅広
く理解し，それを応用す
る能力を身に着ける

外国語によるコミュニ
ケーションスキルを身に
着ける

社会人として必要な人間，
自然，社会に関する幅広
い素養を身に着ける

創生科学を学ぶ上で必要
な基礎知識を身に着ける

創生科学を実践する上で
必要なスキルを身に着け
る

最先端の技術を生かし，
創生科学に関する新たな
手法や方法論を提案する
能力を身に着ける

課題を提案して実行し，得
られた結果を科学的に分
析する能力を身に着ける

科学技術の社会的影響力
と重要性，及び倫理的責
任を理解する

ナンバリン
グコード学年

3年 HUI300XG 〇 △

3年 COT300XG 〇 △

3年 MAT300XG 〇 △

3年 MAT300XG 〇 △

3年 PHY300XG 〇 △

3年 PHY300XG 〇 △

3年 COT300XG 〇 △

4年 MAT400XG 〇 △

3年 ELC300XD 〇 △

3年 ELC300XG 〇 △

3年 ELC300XD 〇 △

3年 APH300XG 〇 △

3年 COT300XG 〇 △

3年 APH300XG 〇 △

3年 PLN300XG 〇 △

3年 MAT300XG 〇 △

3年 PLN300XG 〇 △

4年 PLN400XG 〇 △

4年 COS400XG 〇 △

3年 BLS300XG 〇 △

3年 NRS300XG 〇 △

3年 COS300XG 〇 △△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ △ 〇 △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

コーパス言語分析

 コーパスとは「電子化された言語資料」であり、コンピュータの
発達により1960年代に世界初の英語コーパス (Brown Corpus）が登
場して以来、様々なコーパスが世界中で編纂されている。その結果、
コーパスを用いて、英語の様々な特徴を極めて短時間で科学的・客
観的に調査することが可能になった。
 本授業では、コーパスに関する基本的知識（定義、歴史、種類）
やコーパス分析の手法を学習しながら、各研究領域における専門
コーパスを編纂し、研究のための語彙表を作成することを目的とす
る。ゼミ配属が決定した時期にあたるため、受講者の専門領域とリ
ンクさせた演習形式で授業を進めていく。

1) コーパスに関する基礎知識（定義、歴史、種類、問題点）を理解す
る。
2) コンコーダンサーを使用したコーパスの基本的な分析・処理方法を
理解する。
3) 分析結果をオリジナルな視点から考察する。
4) 専門コーパスを構築し、専門語彙表を作成する。
5) レポートの書き方を理解し、最終レポートを完成させる。

人間・環境科学分析

私たちをとりまく「環境」とは?
さまざまな要素からなる「環境」。 人間の周囲にある空間−室内、
建築、都市...すなわち「環境」はいろいろな尺度で捉えるこ とがで
きる。それらはまた同時に存在していることも忘れてはならない。
人間と環境は常に相互に影響を与えあっている、切り離すことので
きないひとつの系 (system)であるという視点から身の回りのさまざ
まなことに関して考察していく。

人間がより豊かで多様な関わりを持つことのできる環境をつくる/整え
るためにしていることはなにか?
人間は環境をどのように知覚・認知しているのか?
「環境」における人間の生態や行動など、人間がもともと持っている
性質とはどのようなも のか?
それらを実証的に明らかにするための観察・実験手法(環境行動研
究:Environment- Behavior Studies)をもとに、人間の観点による環
境のデザインの理論的背景を理解することを目的とする。

認知動態学

知覚、認識、記憶、思考などの認知機能は脳の情報処理により実現
されています。本講義では情報処理という観点から、これらの認知
機能が脳内でどのように実現されているのかについて概観します。
認知神経科学、脳科学は未だ新しく未熟な分野である一方で、取り
扱う問題は身近で普遍的なものです。まだ分かっていないことがた
くさんあることとそれらを分かるための方法が見つかりつつあるこ
とを感じてほしいと思います。

授業では様々な認知機能を実現するための脳の情報処理の仕組みにつ
いて基礎的な知識と最新の動向について解説します。身の回りにある
人間の認知活動にかかわる諸問題を、脳内情報処理にもとづいて考え
ることができることを目標とします。

リモートセンシング科学

「科学のみちすじ」をリモートセンシングの分野に展開する。リ
モートセンシング (Remote Sensing) とは，対象を遠隔から測定す
る手段であり，その定義は幅広い。この講義では地球環境，資源・
災害，あるいは地球重力場をリモートセンシングという手法によっ
て計測する意義と目的，計測手法の原理・技術を学習する。狭義の
リモートセンシングは，ある種の飛翔体を用いて対象から観測者へ
と伝播する波を受信することによって実現される。ここでは成果が
著しい人工衛星からの観測を例題とし，方法の展開と押さえるべき
点を学習する。

衛星を用いた宇宙からのリモートセンシングをテーマとし，その礎と
なる宇宙科学の基礎を学ぶ

計算科学・自然創生

「科学のみちすじ」を計算物理，バーチャルワールドの分野に展開
する。計算物理は，理論，実験に次ぐ第3の科学と言われる。シミュ
レーションにより，人間の到達できない，超遠方マクロスケール，
量子ミクロスケール，過去そして未来を作り出すことが可能となる。
その理論と実際そして手法を学ぶ。そして単純な例について，1つの
みちすじのアウトプットととして作り出された仮想現実と現実との比
較，改良を通して，新しい科学手法を学ぶ。

数値計算手法の基礎を学ぶ。数値計算を行ううえで注意しなければな
らない桁落ちや数値不安定についても学習する。実際にプログラミン
グおよび数値計算を実施して様々な方程式を解くことで簡単な自然現
象をコンピュータで再現する。

データ発見と仮想天文台

確率論を基礎とする統計学は、現在社会のあらゆる分野で用いられ
る分野横断型の学問であり、それを理解し、統計処理を行える能力
を身につけることは、どんな分野で活躍しようと考えている人にも重
要なことである。この講義ではデータの統計解析の技法の基礎にあ
る考え方を学ぶとともに、実際のデータを用いた演習を行い即戦力
を養う。
1年生科目の「科学実験リテラシー」のアドバンストコースという位
置づけである。

様々な場面で用いられているデータ解析の技法の基礎となる考え方を
身につける。具体的には、1年生の科目「科学実験リテラシー」の内
容を確実に身につけ、実際のデータに適用して自分なりの判断を下せ
るようになること。パソコンの解析ソフトから出てくる結果を羅列す
るのではなく、自分で解析結果を考察できる「データを見る目」を持
てるようになることが最大の目標である。

地球科学計測

連続体、地震、プレートテクトニクスに関する基礎知識をもとにし
て、地震波の観測から得られる地球内部構造、プレート運動とその
結果として現れる地学現象、地球深部および浅部の温度構造の推
定、そしてそれらを支配するマントル内の対流と、その結果として期
待される観測量について学ぶことにより、地球科学に関係する観測
量が地球内部の構造・ダイナミクスの理解にどのように関係している
かを学ぶ。

地球内部の構造やダイナミクスを解明したいと望むとき、どのような
量の計測を行うべきか、また、逆に得られた計測量には地球科学的に
どのような情報が含まれているかを考える基礎を学ぶ。

光電磁波技術

信号受信，信号伝達の手段として，光そして電波の利用は必須であ
り，その実現発展は重要である。それらについて学習する。可視光
領域では光学の基礎と光学機器の原理について，電波では電磁波の
基礎とアンテナを中心に学習する。双方とも電磁波であり，それら
を統一して数学的に取り扱うとともに，数値的に比較することによ
り，物理現象，技術応用の理解に結びつける。
波としての光は、電磁波の一種である。情報通信、分光、天文学な
どの分野で必要不可欠な光と電磁波の物理について学ぶ。

基礎となる電磁気学と電磁波について理解する。光と電磁波がどのよ
うなものであり、現代生活においていかに重要であるかを認識する。

宇宙科学計測

「科学のみちすじ」を宇宙物理，天文観測の分野に展開する。宇宙
は行くことができない空間的にも時間的にも特異な分野である。宇
宙からは, ガンマ線から電波まであらゆる波⻑の電磁波が地球に届
く。それらの電磁波は天体のどのような情報を運んでいて,どのよう
に計測するかを学ぶ。また, 天体の距離を測る方法を例にとって, 原
理がどのように応用されているかを学ぶ。天文観測は常に最先端の
技術に支えられていることに鑑み, 望遠鏡, センサー，データ解析技
術についても解説する。

天文学においては主に電磁波を用いて天体の性質を調べる。さまざま
な天体からどのような電磁波が届き、それをどのような方法で観測
し、それからどのような情報を引き出すことができるか、さらに現在
どのようなことがわかっているのかその概要を理解する。

量子エレクトロニクス創成

量子エレクトロニクス，光科学の分野における「科学のみちすじ」
を学ぶ。レーザーの発明(1960年)により、新しいコヒーレントな光
が利用できることになったことで光学は大きく進展し、量子エレク
トロニクスと呼ばれる分野が出現した。本講ではレーザーの基礎を
中心に、応用としての光科学、特に非線形光学、超精密測定につい
ても学ぶ。

レーザーの基礎となる、光学、光の吸収放出、共振器について学び、
レーザー発振の機構を理解する。さらに、各種レーザー発振装置の概
要にも触れる。また、強力なレーザー光は非線形効果を引き起こす
が、これを利用した非線形光学現象についても学ぶ。

情報・信号と雑音

情報通信，高感度信号受信における，情報量とエントロピーそして雑
音と信号雑音比について学習する。現代情報化社会では，情報の通
信は不可欠であり，その量と質は評価の対象である。一方，天文観
測では，雑音に埋まった微弱な宇宙信号を受信する。それらの扱い
と評価について統一的に学習する。そこでは量子力学的取り扱いも
また必須となり，その理論，応用，そのための技術についても学
ぶ。それらは，量子通信，量子コンピュータ，非破壊量子測定，量
子もつれ合い等である。

情報を通信する手段としての変調方法を概観するとともに、それぞれ
についての雑音特性を理解する

実験センサー技術

 創生科学科で扱われる内容は幅広いが，物理学の素養が求められ
るケースも多く，そこには多くの学生にとって馴染みが少ない，電
子回路も含まれている．大学入学以前から物理関連の科目を履修して
きた学生にとってさえ，電気回路，特に電子回路は馴染みが薄い場
合が多いが，当科目はそれらについての理解を促すことを目的として
いる．

 電気回路について復習しつつ，アナログ電子回路やディジタル電子
回路の基礎について理解することを目標とする．仮に講義で扱われる
全てを理解したならば，例えばトランジスタを用いた簡単な回路であ
れば設計も可能であろうし，オペアンプを用いた複雑な回路について
も，それを理解するための手掛かりを完全にではなくとも自ら見つけ
出すことが可能であろう．

物性科学計測

「科学のみちすじ」を物性科学の分野，特に物性実験，測定，解析
に展開する。原子・分子と結晶の２分野の物性について学習する。
原子・分子は原子構造，分子構造と量子準位，遷移の関係，結晶で
は構造の対称性と物性発現の関係が主要テーマとなる。また発現す
る電気，磁気，光学，熱的などの特性を，その測定法とも関連づけ
る。そして実際の測定法の例をあげて，物理的原理，技術そして解析
評価について学習する。

固体電気電子材料の機械的、電気的性質を初歩的な固体量子論をベー
スに理解すること。

創生科学総合演習

「科学のみちすじ」を身につけ，さらに卒研プロジェクトそして社会
に出てからの活用等に生かすため，高学年において，主要な基礎的
科目の習得状況を再度確認し，内容の定着をはかることは重要であ
る。そのため，いくつかの主要科目において，特に重要なテーマに
ついて発展的な復習をおこなう。

創生科学科でそれまで学んだ理解度を確認し、社会に出て活躍できる
か確認を行う。大学院への進学の可能性を問う科目でもある。

物質物性

物性科学の理論，構造解析の分野において，「科学のみちすじ」を
展開する。固体，結晶そして半導体等の物質の物性を中心に学習す
る。様々な物性の発現の原理そして特性について統一的に理解し，
構成要素，構造による物性に差が生じる原理そしてその制御につい
て学ぶ。特に，電気，磁気，光学，熱的性質など，電気材料，機械
材料として必要とされる特性についても学ぶ。

マイクロ・ナノエレクトロニクス関連分野の基礎となる物質中の伝導
現象を理解する能力の構築を到達目標とする。

複雑系モデル

物理学が進歩しても実際には簡単に現象を解析できない事象が多い
い。それは事象の間に相関があるために方程式が非線形になるから
であり、今回の授業のテーマは微分方程式のパラメータ、初期値の
微妙な違いが最終的な解に与える影響の大きさを示すこととする。

前半では方程式の数値的計算方法について理解することを目標にす
る。
後半では方程式を解いても原理的に答えが予測不可能なカオスなどを
紹介して、実際には簡単に答えが出ない場合があることの理解を目指
す

集合知能

この科目のねらいは，大容量データからの知識発見を行うための理
論や技術を学ぶことにある。データベースシステムはこのような
データを提供する機構として優れた機能を有し，データに潜む興味あ
る有用なパターンの抽出のために，効率的で拡張性に富む機能を提
供する。一方，抽出機能は，知識表現・推論，クラスタリング，機
械学習等の人工知能分野の基本機能と深く関連している。これらの
基本原理を理解し，情報管理と人工知能の両分野に関する横断的な
理解と融合を学ぶことが重要である。

この科目は カリキュラム標準 コンピュータ科学J07-CS のうち、情報
管理(IM)およびインテリジェントシステム(IS) エリアから 6 トピック
をカバーします。
IM1 情報モデルとシステム (1時間)
IM2 データベースシステム (2時間)
IM3 データモデリング (2時間)
IM5 データベース問合わせ言語（3 時間）
IS1 インテリジェントシステムの基本的問題 (3時間)
IS2 探索および制約充足  (2時間)

横断型科学手法

科学には，物理学が自然現象の究明の目的をもつように目的型科学
と，自然科学，社会科学，心理学また医学等において不可欠な数学
のように，多くの分野に共通手法を提供する横断型科学がある。本
講は，数学に基礎をおき様々な対象を共通に扱うために整理された
手法を紹介し，この手法をもとに「コトつくり」（イベント企画）
を科学する
本講義は「手段・手法」に関わるものである。この目標は何か？そ
れは独創性のトレーニングである。独創性は天賦の才ではない。あ
るプログラムのもとでトレーニングすることで誰もが勝ち取ることの
できる才能である。このような才能を開花させる芽生えの機会を与
えることが本講義のテーマである。

理工系において独創的に発想で考え出された成果は、学術論文として
世界に貢献する。本講では、いくつかの事例をもとに、論文となるア
イデアをまとめるところまでを目標とする。

時空間構造と座標系

座標系の設定，時間軸の設定は，運動，現象のモデリング，数式化
の原点である。そして現在もはや，時間の非等時性すなわち相対論
をも考慮しなければならない事象も多く存在する。これらを手法と
して統一的に学習することを第一とする。しかし，この根底には，物
理の根幹としての対称性そしてその破れがあり，その表現である事も
学び，そこから生まれる物理についての認識を新たにする。

特殊相対性理論を例に用いて、時間と空間の概念、およびそれらを記
述する座標系の基本を学ぶ

メディアインタラクション

情報表現やマルチメディア表現，あるいはグラフィックスにより表現
された知識・知能とユーザとのインタラクションを学ぶ。マルチメ
ディア表現での中核となる技術や，その実現のために用いられる計
算機・グラフィックスの手法，ヒューマン計算機インタラクション
の基本原理を学ぶとともに，ユーザインタフェースの開発，評価の
手法を習得する。具体的には，インタフェースに用いられる技術
や，人間−計算機インタラクションの基本となる原理や原則を学ぶ
とともに，それが人間にどのように認知され，どのように人間が反
応するのかについて学ぶ．

 ハードウェアとソフトウェア，そしてそれらを作る人と使う人．こ
のような構図ではなく，常にユーザーの側に立ったインターフェース
を作れるようになるための基礎を，修得できるであろう．講義中では
認知などにも触れることから，それについて学ぶ機会にもなるであろ
う．

デジタル信号処理

信号のデジタル化，デジタル信号の処理について学ぶ。デジタル化す
なわち，A/D変換による離散化，量子化の原理そしてその数学，また
方式について演習をしながら学習する。信号処理では，時間領域，
周波数領域での離散的数式処理について学ぶ。また当然の使用が考
えられるDSP(デジタルシグナルプロセッサ)の原理，使用法，使用例
についても言及する。
信号のデジタル化、デジタル信号の処理について学ぶ。デジタル化す
なわち、A/D変換による離散化、量子化の原理、そしてその数学、ま
た方式について演習しながら学習する。信号処理では、時間領域、
周波数領域での離散的数式処理について学ぶ。

主に以下のような能力を修得することを目標とする．
・離散フーリエ変換および高速フーリエ変換の数学的原理を理解し，
変換を行うことができ，周波数領域において信号の性質を説明するこ
とができる．
・ディジタルフィルタの動作を理解し，フィルタリングおよび設計を
行うことができる．
・MATALBにより高速フーリエ変換，ディジタルフィルタリング，画
像処理を実行することができる．

認知心理学

認知心理学は、感覚器官を通して私たちが受け取る知覚情報がどのよ
うに処理されるかを解明しようという研究領域である。研究の主な
目的は、科学的観点から人間の「心」といわれるものの構造やはた
らきについての知見を得ることである。この講義では、「心」を情
報処理過程の１つである認知システムとして学んでいく。

この授業では、以下のような認知心理学の主なテーマについて概観す
る。授業では、単に各テーマについての知識を学ぶのではなく、認知
心理学という分野を探索する手がかりをつかみ、心に関する科学的研
究とは何かを考える手始めとしてほしいというのがねらいである。



学部名

創生科学科
のカリキュラム

理工学部 学科名 創生科学科

理工学部の目指すもの
グローバル時代をリードする高度な知的研究活動を強力に展開・推進し、優れた理工学分野の新技術や
研究成果を持続可能な地球社会の発展に貢献できる自律的な技術者・研究者を育成することを理工学部
の教育理念とする。

理工学部のディプロマポリシー

理工学部の教育目標に従い、以下の能力及び人間的、社会的規範を持った人材を育成する。卒業所要単位を修得した学生はこれらの
能力について基準を満たすと認め学位を授与する。
１．専門分野の体系的学識を持ち、優れた問題発見・解決能力を有するとともに変化の速い先端技術に自律的に柔軟に対応可能な専門性を有する。
２．専門分野の学識に加え学部教育で総合的に培われた基礎・基盤学問分野の素養をもとに新たな分野の開拓・創生に挑戦する創造的姿勢を有する。
３．専門分野において外国語によるコミュニケーションが可能であるとともに異文化を良く理解し、グローバルに活躍できる国際性を有する。
４．技術と社会のかかわりを深く意識し、高い倫理観を持って持続可能な社会構築にむけリーダーシップを発揮し貢献できる豊かな人間性を有する。

教育目標(創生科学科) 科学的な考え方と問題解決法を修得し、その手法を理系・文系の枠組みを超えて、物質・自然・人間・
知能などあらゆるフィールドで展開し、あらゆる分野の問題解決に活用できる力をもった人材を育成す
る。

理 工 学 部 学科のディプロマポリシー 物理学と数学を基礎とし、理系・文系を問わない分野に進出できる能力と意欲をもつ「理系ジェネラリスト」を育成し、最先端の理系技術者でありながら、俯瞰的・科学的な目で問題解決できる人に学位を授与する。

◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標
理工学の基礎知識を幅広
く理解し，それを応用す
る能力を身に着ける

外国語によるコミュニ
ケーションスキルを身に
着ける

社会人として必要な人間，
自然，社会に関する幅広
い素養を身に着ける

創生科学を学ぶ上で必要
な基礎知識を身に着ける

創生科学を実践する上で
必要なスキルを身に着け
る

最先端の技術を生かし，
創生科学に関する新たな
手法や方法論を提案する
能力を身に着ける

課題を提案して実行し，得
られた結果を科学的に分
析する能力を身に着ける

科学技術の社会的影響力
と重要性，及び倫理的責
任を理解する

ナンバリン
グコード学年

3年 PSY300XG 〇 △

3年 MAN300XG 〇 △

4年 SES400XG 〇 △

3年 HUI300XG 〇 △

3年 COT300XG 〇 △

3年 BLS300XG 〇 △

3年 COS300XG 〇 △

3年 MAT300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG △ △

3年 PHY300XG ◎ △

3年 PLN300XG ◎ △

3年 PHY300XG ◎ △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

◎ △ △ ◎ △ △

◎ △ △ ◎ △ △

△ △ 〇 △ △ △

◎ △ △ ◎ △ △

△ △ △ 〇 △ △

〇 △ △ △ △ ◎

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 △ △

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１１に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの13期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１２に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの14期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ９に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの11期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１０に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの12期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ７に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの9期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それに
至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ８に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの10期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ５に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの7期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それに
至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ６に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの8期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それに
至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの5期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それに
至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ４に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの6期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それに
至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの3期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それに
至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望するフィールド
のテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からなる
研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自
ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組み，
完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，外部
コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。研究
の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ進め
ている。

4年までの4期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それに
至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

創生科学実験Ⅰ（地学実験）
教職科目である地学実験に特化して、創生科学の分野のテーマの実
験、実習を行い、理解と技能を深める。

基本を習得し、より専門のテーマに入るステップとする。

創生科学実験Ⅱ

専任教員が，専門とする分野について，物理実験，科学観測，
フィールド調査，データ解析・分析，計算機実験・演習等からなる
実験テーマを担当する。学生は，卒業プロジェクトで希望する分野
に重点をおいた複数のテーマを学習する。各テーマでは，原理の理
解，数学的取り扱い，シミュレーション，測定方法と機器取り扱
い，実実験とデータ取得，解析と評価，レポートと発表等の段階を
ステップアップする。

基本を習得し、より専門のテーマに入るステップとする。

インターンシップ

大学においては，主として専門知識を講義を通じて学ぶが，技術
者・研究者にとっては実務を経験することが大切である。理工学の
実践の場（学外の企業，研究所など）を自主的に選択し，責任ある
立場での就業体験を通じて，大学で学ぶ講義の内容が現場ではどの
ように活用されているかを認識する。実践的なスキルや技術を学
び，大学で学んだ専門知識と実際の経験の統合を図り，専門知識の
学習や研究に対する目的意識を確立する。さらに，将来の職業選択
や就職に活かす機会として，自己適正の正しい認識や社会人として必
要なマナーや責任感を習得する。教員は相手先企業との受け入れや
単位修得に関する打診，および実施にあたっての指導や帰校後の学
生の指導にあたる。

現在学ぶ理工学基礎にこだわりをもち、実世界のなかでそれらがdの
ように使われているかを意識的に観る。これにより現在のカリキュラ
ムの重要性を再認識させる。

創生科学実験Ⅰ

創生科学科を構成する自然，物質，人間，知能分野の基本的，代表
的また興味あるテーマについて実際を実践体験する。各テーマで
は，原理の理解，測定器の扱い，測定法，調査法の理解，現象の理
解，データの取得，データの整理解析，レポートの作成について総
合的に学習する。専任教員が，専門とする分野について，物理実
験，科学観測，フィールド調査，データ解析・分析，計算機実験・
演習等からなる実験テーマを担当する。学生は，卒業プロジェクト
で希望する分野に重点をおく複数のテーマを学習する。

基本を習得し、より専門のテーマに入るステップとする。

論理と推論

理学，工学の分野で自分の主張を正確かつ客観的に記述するには，
数理論理学の分野に関する基礎知識が必要である．本講義では，論
理的主張を正確に理解し，また自分の意図する主張を数理論理学に
基づいて記述する上で必要な基礎知識，基礎技術を学ぶ．さらに
は，論理的主張から必然的に導き出される主張を求める推論の基礎
知識についても学ぶ．

数理論理学のなかでも，特に命題論理と一階述語論理の基本的な考え
方を習得し，論理式が表わす論理的主張を理解することと，逆に論理
的主張を論理式で表わす力を習得することを目標とする．また，コン
ピュータを用いた機械的推論に関する基礎知識を学ぶ．

PBL

本科目PBL(Problem-Based Learning)では問題解決型授業とし
て，少人数のグループ単位で，理系ジェネラリストとして実社会で役
に立つ理工学分野に関する課題を探索し，具体的な問題点を見いだ
し，その問題を解決する手段，アイデアの創出，計画立案，実現等
を遂行する能力の向上を図る。さらに，体系的にまとめて発表し，
討論・自己評価する経験により，ディベート能力やプレゼンテーショ
ン能力，組織運営能力等の向上を図る。

自主的な問題設定、そしてグループによる遂行ができるようになるこ
と。発表により、他に説明できる能力を獲得すること。

生命知能

生物という複雑な対象を理解するには、実験データを蓄積し、それ
を解析することにより、そこに埋もれている情報を探し出して、新し
い知識を得ること、そして、生命現象をシミュレートして、生物の理
解、応用に役立てることが重要です。こうした学問分野はバイオイ
ンフォマティクス（生物情報科学あるいは生命情報科学）と呼ばれて
おり、この授業では、その基本となることがらを講義します。

高校で生物を選択してこなかった人にもわかるように、分子生物学の
基礎を解説します。それと並行して、バイオインフォマティクスの基
礎的な考え方、手法、そこで用いられている情報科学の技術を解説し
ます。この授業では、生物学の分野にとらわれず、いろいろな分野で
利用されている情報科学の重要な手法やアルゴリズムを学ぶことがで
きます。そうした手法やアルゴリズムの基礎を理解し、それとあわせ
てゲノム、タンパク質といった分子生物学の基本的なことを学び、情
報科学が生命現象の解明、さらには医薬農の応用にどのように役立っ
ているかを学んでいただきます。

知識獲得

知識を得るための主要な学習方式を学ぶ。これまで教師あり学習，
強化学習，教師なし学習が知られているが，問題領域に対して，これ
ら学習方式のいずれが適しているかを正しく選択できる基準を学ぶ。
決定木，ベイズ信念ネットワークなどの手法を理解し，学習理論と
その位置づけを学ぶ。
大量のデータから抽出した特徴量の分析を通して得た知見を問題解決
に活用するための手法を学ぶ。

本科目では、以下の項目について理解する：
１）蓄積データの分析と特徴量抽出の手法
２）機械学習の理論と構成法
問題解決にとって必要な情報は何かを考えられること、それを計算機
がうまく取り扱えるように抽出し学習させるにはどうすれば良いかを
考えられるようになること。またビッグデータ、深層学習やデータサ
イエンスなどの言葉が指す領域について基礎的な理解を身につける。

知的ロボット
ロボット制御の基礎となるラプラス変換を習得する。ブロック線図
によるモデリング法を習得する。Simulinkの使い方の基礎を習得す
る。離散系、連続系のシミュレーション法を習得する。

知的ロボットの基礎となる制御工学を習得する。

知能創造
情報社会では、情報を蓄積し、これを整理、処理を行い、新しい知
能を創造していく必要がある。本講義では、知能想像に必要となる
情報システムの中核となるエージェント(agent)システムを中心とし
て、その基本的な概念、技術、応用について講義を行う。

新しいソフトウェアモデルとしてのオブジェクト指向モデル、エー
ジェントモデルの基本概念、方式、技術について理解をする。

流通経済システム
情報化，国際化など大きな環境変化に伴い、飛躍的に増大している
流通の役割（生産と消費の媒介）、流通機構の構造変化、インター
ネット販売の拡大、消費者志向の経営販売活動の在り方を考察し、
流通システムの変化がもたらすインパクトを考えていきます。

学生が流通の役割、仕組み、業種と業態の関係を理解し、流通再編を
動かす消費市場の変化、情報処理技術の変化、グローバルの進展など
の側面を把握できることを目指します。

環境歴史論

私たちのすべての活動は、自然環境から恩恵を受けることで成り
立っていますが、森林伐採や海洋汚染など人間の活動の影響によっ
て環境が損なわれています。現代人の必須課題である「環境問題」
をより深く理解するために、歴史的な視点を加えて考察します。

環境問題をミクロな視点、マクロな視点で考えることによって、今の
自分にできることを考えます。環境問題は地球規模の問題ですが、自
分を中心にした自分の周りを意識することが大切です。自分は今どこ
にいるのかという問いかけをしながら、自然環境のためにできること
をさぐります。

行動科学計測
「科学のみちすじ」の基礎知識・基礎技法を社会科学・行動科学に
応用・展開することをめざし，人間行動のデータを収集し，計量的
に分析する授業を行う。

「科学のみちすじ」の基礎知識・基礎技法を社会科学・行動科学に応
用・展開することをめざす。



学部名

創生科学科
のカリキュラム

理工学部 学科名 創生科学科

理工学部の目指すもの
グローバル時代をリードする高度な知的研究活動を強力に展開・推進し、優れた理工学分野の新技術や
研究成果を持続可能な地球社会の発展に貢献できる自律的な技術者・研究者を育成することを理工学部
の教育理念とする。

理工学部のディプロマポリシー

理工学部の教育目標に従い、以下の能力及び人間的、社会的規範を持った人材を育成する。卒業所要単位を修得した学生はこれらの
能力について基準を満たすと認め学位を授与する。
１．専門分野の体系的学識を持ち、優れた問題発見・解決能力を有するとともに変化の速い先端技術に自律的に柔軟に対応可能な専門性を有する。
２．専門分野の学識に加え学部教育で総合的に培われた基礎・基盤学問分野の素養をもとに新たな分野の開拓・創生に挑戦する創造的姿勢を有する。
３．専門分野において外国語によるコミュニケーションが可能であるとともに異文化を良く理解し、グローバルに活躍できる国際性を有する。
４．技術と社会のかかわりを深く意識し、高い倫理観を持って持続可能な社会構築にむけリーダーシップを発揮し貢献できる豊かな人間性を有する。

教育目標(創生科学科) 科学的な考え方と問題解決法を修得し、その手法を理系・文系の枠組みを超えて、物質・自然・人間・
知能などあらゆるフィールドで展開し、あらゆる分野の問題解決に活用できる力をもった人材を育成す
る。

理 工 学 部 学科のディプロマポリシー 物理学と数学を基礎とし、理系・文系を問わない分野に進出できる能力と意欲をもつ「理系ジェネラリスト」を育成し、最先端の理系技術者でありながら、俯瞰的・科学的な目で問題解決できる人に学位を授与する。

◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標
理工学の基礎知識を幅広
く理解し，それを応用す
る能力を身に着ける

外国語によるコミュニ
ケーションスキルを身に
着ける

社会人として必要な人間，
自然，社会に関する幅広
い素養を身に着ける

創生科学を学ぶ上で必要
な基礎知識を身に着ける

創生科学を実践する上で
必要なスキルを身に着け
る

最先端の技術を生かし，
創生科学に関する新たな
手法や方法論を提案する
能力を身に着ける

課題を提案して実行し，得
られた結果を科学的に分
析する能力を身に着ける

科学技術の社会的影響力
と重要性，及び倫理的責
任を理解する

ナンバリン
グコード学年

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

3年 OTR300XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の14
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の12
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の13
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の10
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の11
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の8つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の9つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の6つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の7つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の4つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の5つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の2つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の3つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ２１に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの23期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の1つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結することを
第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考え
る。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１９に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの21期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ２０に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの22期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１７に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの19期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１８に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの20期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１５に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの17期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１６に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの18期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１３に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの15期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。

卒業研究プロジェクトⅠ

卒業研究プロジェクトのステップ１４に位置する。希望するフィール
ドのテーマについて，自らの発案，準備，実行，評価の一連からな
る研究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで
自ら実践することが目的である。テーマの大小ではなく，取り組
み，完結することを第一とする。外部の機関の研究活動への参加，
外部コンテストへの参加など様々な形態による実践もふくまれる。
研究の各段階では，教員および学生たちが議論し，評価を行いつつ
進めている。

4年までの16期にわたる初期段階であり、研究テーマの決定と、それ
に至るまたはその後に必要な資料調査、必要な技能の習得を目標とす
る。



学部名

創生科学科
のカリキュラム

理工学部 学科名 創生科学科

理工学部の目指すもの
グローバル時代をリードする高度な知的研究活動を強力に展開・推進し、優れた理工学分野の新技術や
研究成果を持続可能な地球社会の発展に貢献できる自律的な技術者・研究者を育成することを理工学部
の教育理念とする。

理工学部のディプロマポリシー

理工学部の教育目標に従い、以下の能力及び人間的、社会的規範を持った人材を育成する。卒業所要単位を修得した学生はこれらの
能力について基準を満たすと認め学位を授与する。
１．専門分野の体系的学識を持ち、優れた問題発見・解決能力を有するとともに変化の速い先端技術に自律的に柔軟に対応可能な専門性を有する。
２．専門分野の学識に加え学部教育で総合的に培われた基礎・基盤学問分野の素養をもとに新たな分野の開拓・創生に挑戦する創造的姿勢を有する。
３．専門分野において外国語によるコミュニケーションが可能であるとともに異文化を良く理解し、グローバルに活躍できる国際性を有する。
４．技術と社会のかかわりを深く意識し、高い倫理観を持って持続可能な社会構築にむけリーダーシップを発揮し貢献できる豊かな人間性を有する。

教育目標(創生科学科) 科学的な考え方と問題解決法を修得し、その手法を理系・文系の枠組みを超えて、物質・自然・人間・
知能などあらゆるフィールドで展開し、あらゆる分野の問題解決に活用できる力をもった人材を育成す
る。

理 工 学 部 学科のディプロマポリシー 物理学と数学を基礎とし、理系・文系を問わない分野に進出できる能力と意欲をもつ「理系ジェネラリスト」を育成し、最先端の理系技術者でありながら、俯瞰的・科学的な目で問題解決できる人に学位を授与する。

◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標
理工学の基礎知識を幅広
く理解し，それを応用す
る能力を身に着ける

外国語によるコミュニ
ケーションスキルを身に
着ける

社会人として必要な人間，
自然，社会に関する幅広
い素養を身に着ける

創生科学を学ぶ上で必要
な基礎知識を身に着ける

創生科学を実践する上で
必要なスキルを身に着け
る

最先端の技術を生かし，
創生科学に関する新たな
手法や方法論を提案する
能力を身に着ける

課題を提案して実行し，得
られた結果を科学的に分
析する能力を身に着ける

科学技術の社会的影響力
と重要性，及び倫理的責
任を理解する

ナンバリン
グコード学年

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の19
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の20
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の17
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の18
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の15
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の16
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の13
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の14
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の11
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の12
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の9つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の10
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の7つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の8つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の5つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の6つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の3つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の4つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の1つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の2つ
のテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研究
をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら実
践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実践
も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業論
文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の20
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の21
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の18
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の19
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の16
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の17
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。

卒業研究プロジェクトⅡ

卒業研究プロジェクトのステップ２に位置する。希望する分野の15
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。テーマの大小ではなく，完結すること
を第一とする。また外部コンテストへの参加による実践も重要と考
える。各段階では，教員および学生間の議論と評価を行いつつ進め
る。また全分野の教員，全学生の前での発表会を開催する。

研究テーマについて、発表を通じて他の人に十分な理解が得られるよ
うにする。



学部名

創生科学科
のカリキュラム

理工学部 学科名 創生科学科

理工学部の目指すもの
グローバル時代をリードする高度な知的研究活動を強力に展開・推進し、優れた理工学分野の新技術や
研究成果を持続可能な地球社会の発展に貢献できる自律的な技術者・研究者を育成することを理工学部
の教育理念とする。

理工学部のディプロマポリシー

理工学部の教育目標に従い、以下の能力及び人間的、社会的規範を持った人材を育成する。卒業所要単位を修得した学生はこれらの
能力について基準を満たすと認め学位を授与する。
１．専門分野の体系的学識を持ち、優れた問題発見・解決能力を有するとともに変化の速い先端技術に自律的に柔軟に対応可能な専門性を有する。
２．専門分野の学識に加え学部教育で総合的に培われた基礎・基盤学問分野の素養をもとに新たな分野の開拓・創生に挑戦する創造的姿勢を有する。
３．専門分野において外国語によるコミュニケーションが可能であるとともに異文化を良く理解し、グローバルに活躍できる国際性を有する。
４．技術と社会のかかわりを深く意識し、高い倫理観を持って持続可能な社会構築にむけリーダーシップを発揮し貢献できる豊かな人間性を有する。

教育目標(創生科学科) 科学的な考え方と問題解決法を修得し、その手法を理系・文系の枠組みを超えて、物質・自然・人間・
知能などあらゆるフィールドで展開し、あらゆる分野の問題解決に活用できる力をもった人材を育成す
る。

理 工 学 部 学科のディプロマポリシー 物理学と数学を基礎とし、理系・文系を問わない分野に進出できる能力と意欲をもつ「理系ジェネラリスト」を育成し、最先端の理系技術者でありながら、俯瞰的・科学的な目で問題解決できる人に学位を授与する。

◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標
理工学の基礎知識を幅広
く理解し，それを応用す
る能力を身に着ける

外国語によるコミュニ
ケーションスキルを身に
着ける

社会人として必要な人間，
自然，社会に関する幅広
い素養を身に着ける

創生科学を学ぶ上で必要
な基礎知識を身に着ける

創生科学を実践する上で
必要なスキルを身に着け
る

最先端の技術を生かし，
創生科学に関する新たな
手法や方法論を提案する
能力を身に着ける

課題を提案して実行し，得
られた結果を科学的に分
析する能力を身に着ける

科学技術の社会的影響力
と重要性，及び倫理的責
任を理解する

ナンバリン
グコード学年

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

4年 OTR400XG 〇 △

1年 MAT100XG △ △

1年 MAT100XG △ △

1年 MAT100XG △ △

1年 PHY100XG △ △

1年 PHY100XG △ ◎

1年 BSP100XG ◎ △

2年 MAT200XG 〇 △

2年 MAT200XG 〇 △

2年 MAT200XG 〇 △

2年 PHY200XG 〇 △

2年 ELC200XG 〇 △

3年 APH300XG 〇 △

〇 △ △ 〇 △ △

△ △ △ △ ◎ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ ◎ ◎ △ △

◎ △ △ ◎ △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

〇 △ △ 〇 △ △

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

△ △ △ 〇 ◎ ◎

電気電子回路の基礎

 創生科学科で扱われる内容は幅広いが，物理学の素養が求められ
るケースも多く，そこには多くの学生にとって馴染みが少ない，電
子回路も含まれている．大学入学以前から物理関連の科目を履修して
きた学生にとってさえ，電気回路，特に電子回路は馴染みが薄い場
合が多いが，当科目はそれらについての理解を促すことを目的として
いる．

 電気回路について復習しつつ，アナログ電子回路やディジタル電子
回路の基礎について理解することを目標とする．仮に講義で扱われる
全てを理解したならば，例えばトランジスタを用いた簡単な回路であ
れば設計も可能であろうし，オペアンプを用いた複雑な回路について
も，それを理解するための手掛かりを完全にではなくとも自ら見つけ
出すことが可能であろう．

光実験物理学
波としての光は、電磁波の一種である。情報通信、分光、天文学な
どの分野で必要不可欠な光と電磁波の物理について学ぶ。

基礎となる電磁気学と電磁波について理解する。光と電磁波がどのよ
うなものであり、現代生活においていかに重要であるかを認識する。

対称性と構造

2016年度のノーベル物理学賞の受賞者の1人であるホールデンは、1
次元格子の格子点に、電子（のスピン）を奇数個づつ置く場合と偶
数個づつ置く場合で、性質が大きく異なることを示した（ホールデ
ン予想）。多くの人が疑念を抱いたが、その後の研究の進展によ
り、その予想が正しいことが証明された。実は、対称性を考慮する
と、その予想が妥当であることが容易に理解できることも分かっ
た。対称性は色々な分野で重要な概念である。対称性を理解するた
めには、群論という数学を理解することが重要である。本授業で
は、できるだけ例を挙げながら、群論に関して学ぶ。

本授業を履修し理解することで、学生は、群の定義に始まり、どのよ
うな群が存在し、どのような性質を持つかを理解することができる。
対称性の概念は、多くの人が特に意識せずに使っている。例えば、正
三角形は重心まわりに120度回転させると元の正三角形と重なるなど
である。群論を理解すれば、対称性を体系立てて理解することができ
る。

振動・波動

力学、電磁気学、光のさまざまな物理現象であらわれる、振動と波
動について学ぶ。力学的な振動・波動の取扱い、波動方程式、波と
しての光とその性質についても学ぶ。

振動・波動は身近なところでは水面波、空気の振動による音波から，
電磁場の振動による電磁波、光などさまざまな現象にあらわれる。力
学、電磁気学などの古典物理学から、現代物理学の基本となる量子力
学にいたるまで多くの分野に本質的にかかわっている。質点の力学的
運動を記述する運動方程式から出発して、振動、波動現象を記述する
微分方程式を導出する技法を習得、その取扱いに習熟する。さらに波
動としての光とその性質を学び、これらの現象を統一的に理解する。

フーリエ変換

科学, 工学での様々な解析に重要なフーリエ級数, フーリエ変換, ラプ
ラス変換について, そのベースである数学的原理と数学的手法を習得
する．また，それらの微分方程式への応用についても学習する．数
学としての手法を，高学年での各専門分野で実際に用い，展開でき
ることを目標とする．

１．フーリエ級数展開について理解する．
２．フーリエ変換と逆変換について理解する．
３．ラプラス変換と逆変換について理解する．
４．フーリエ級数やラプラス変換を使った微分方程式への応用につい
て理解する．

空間の幾何

本授業は数学教職科目「幾何」を念頭におく測地天文系の専門科目
である。授業では立体の数学と測地を中心に、衛星測位や一般相対
論で使用する幾何数学を学ぶ。

本授業が、現代科学で駆使される科学観測や物理学の理解への橋渡し
となることを目指す。修了後に速やかに様々な科学観測や衛星測位、
一般相対論などを学べるようになっていることを目指す。そのため、
衛星測位や一般相対論などを学ぶための幾何の基礎知識の獲得を到達
目標とする。

科学哲学

自然科学と私たちの世界観が密接に結びついていることを、日々の
社会事象を考察することで見いだしていく。講師は、新聞社の科学記
者３０年の体験を踏まえて毎回、科学技術をめぐるニュースや話題
をとりあげ、受講生とディスカッションを交わしながら、背景にあ
る思想を読み解く。
（現在進行形のテーマを積極的にとりあげるので、下記の授業計画
には日程や内容の変更がありうることを、あらかじめご了解いただ
きたい）

現代の科学技術を科学史の座標でとらえ直し、宇宙観や物質観、生命
観の変遷に立ち返って考える習慣を身につけること。これは、社会人
として職域地域の難題に直面したとき、一面的な議論に流されず自身
の思考によって解決の道を探るうえで大きな力となるだろうと講師は
考えている。

科学実験リテラシー

科学実験の基礎となっている考え方とデータ処理の技法を学ぶ。 1年生秋学期から始まる創生科学基礎実験I、および2年生の創生科学基
礎実験II, IIIで必要となる誤差、有効数字、正規分布などの基礎概念、
グラフの書き方読み方、データ整約の技法、およびそれらの基礎と
なっている概念を理解し、パソコンを使って実際のデータに応用でき
るようにする。

幾何学の基礎

初等幾何学の基本そして手法について，歴史的流れを含めて学習
し，高学年での数物系科目への発展に役立てる．また，幾何での
「証明」の意味の理解，論理的思考を養う．

(1) 空間における直線や平面を，ベクトルを用いて表現することがで
き，それらの位置関係について説明することができる．
(2) ベクトル空間の具体例を挙げることができる．
(3) 線形変換により，ベクトルを回転させたり，鏡像移動させること
ができる．
(4) 複素数の演算を，複素平面を用いて幾何的に説明することができ
る．

物理科学の世界

さまざまな物理現象を取り上げて、それらが物理学の法則を使って
どのように理解できるのかを解説する。物理学の基本を学習するこ
とへの動機付けが得られる。

さまざまな現象を物理学の概念と関連付けて理解することで、物理学
に対する興味と学習意欲が高まる。物理学で使われる時間、空間、質
量、エネルギー、運動量などの基本的な概念が理解できるようにな
る。

微分方程式

微分方程式で表されるさまざまな現象を数学的に記述し，考察する
ために必要な知識を，具体的な例を通して計算・論証することで身に
つけることを目標とする．基本的な常微分方程式の解法を理解し，
その実行に必要な計算力を身につける．
特に理工学の様々な場面で登場する1変数の未知関数の常微分方程式
を中心にして，解法を解説する．

１．様々な形の１階微分方程式が解ける.
２．特性方程式を使って定数係数２階同次線形微分方程式が解ける.
３．２階非同次線形微分方程式が解ける.
４．連立線形微分方程式が解ける.

確率統計入門

確率事象の記述，特徴付けに必要な基礎事項および統計的検定の基
礎を理解する。公理論的な確率の定義から始め多次元を含む確率分
布，確率密度関数，モーメントなど確率事象を特徴付ける基礎概念
を理解する。一般的な概念と共に応用上重要な一様分布，正規分
布，カイ二乗分布，二項分布，ポアソン分布など具体的な分布につ
いて実用的な観点から充分な理解をめざす。最後に統計学の基本的
な考え方と実験結果の評価等で重要となる平均値の差の検定，分布
の適合度検定の方法を学ぶ。

さまざまな総計量の定義とその意味、また基礎的統計量による解析法
を習得する。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても21回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても22回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても19回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても20回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても17回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても18回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても15回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても16回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても13回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても14回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても11回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても12回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても9回以上発表をおこない，評価
を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても10回以上発表をおこない，評
価を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても7回以上発表をおこない，評価
を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても8回以上発表をおこない，評価
を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても5回以上発表をおこない，評価
を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても6回以上発表をおこない，評価
を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても3回以上発表をおこない，評価
を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても4回以上発表をおこない，評価
を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。

卒業研究プロジェクトⅢ

卒業研究プロジェクトのステップ３に位置する。希望する分野の21
つのテーマについて自ら発案，準備，実行，評価の一連からなる研
究をおこなう。学習した科学のみちすじを新しいフィールドで自ら
実践することが目的である。また外部コンテストへの参加による実
践も重要と考える。特に最終ステップであり，最終成果である卒業
論文の製作，発表の方法の習得，またその実行が中心となる。

研究テーマの一定を成果が得られ、成果を発表を通じて公表を行う。

卒業論文
卒業研究プロジェクトでおこなった卒業研究の内容と成果を卒業論
文としてまとめる。担当教員グループ以外との議論，評価はもちろん
であるが，全教員，全学生に対しても2回以上発表をおこない，評価
を受ける。そして最終的に卒業論文を完成させる。

卒研プロジェクトⅠ、Ⅱ、Ⅲの研究成果が達成されたか否かを指導教
授と確認を行う。



学部名

創生科学科
のカリキュラム

理工学部 学科名 創生科学科

理工学部の目指すもの
グローバル時代をリードする高度な知的研究活動を強力に展開・推進し、優れた理工学分野の新技術や
研究成果を持続可能な地球社会の発展に貢献できる自律的な技術者・研究者を育成することを理工学部
の教育理念とする。

理工学部のディプロマポリシー

理工学部の教育目標に従い、以下の能力及び人間的、社会的規範を持った人材を育成する。卒業所要単位を修得した学生はこれらの
能力について基準を満たすと認め学位を授与する。
１．専門分野の体系的学識を持ち、優れた問題発見・解決能力を有するとともに変化の速い先端技術に自律的に柔軟に対応可能な専門性を有する。
２．専門分野の学識に加え学部教育で総合的に培われた基礎・基盤学問分野の素養をもとに新たな分野の開拓・創生に挑戦する創造的姿勢を有する。
３．専門分野において外国語によるコミュニケーションが可能であるとともに異文化を良く理解し、グローバルに活躍できる国際性を有する。
４．技術と社会のかかわりを深く意識し、高い倫理観を持って持続可能な社会構築にむけリーダーシップを発揮し貢献できる豊かな人間性を有する。

教育目標(創生科学科) 科学的な考え方と問題解決法を修得し、その手法を理系・文系の枠組みを超えて、物質・自然・人間・
知能などあらゆるフィールドで展開し、あらゆる分野の問題解決に活用できる力をもった人材を育成す
る。

理 工 学 部 学科のディプロマポリシー 物理学と数学を基礎とし、理系・文系を問わない分野に進出できる能力と意欲をもつ「理系ジェネラリスト」を育成し、最先端の理系技術者でありながら、俯瞰的・科学的な目で問題解決できる人に学位を授与する。

◎：DP達成に特に重要，〇：DP達成に重要，△：DP達成に望ましい

授業科目名 授業の目的 到達目標
理工学の基礎知識を幅広
く理解し，それを応用す
る能力を身に着ける

外国語によるコミュニ
ケーションスキルを身に
着ける

社会人として必要な人間，
自然，社会に関する幅広
い素養を身に着ける

創生科学を学ぶ上で必要
な基礎知識を身に着ける

創生科学を実践する上で
必要なスキルを身に着け
る

最先端の技術を生かし，
創生科学に関する新たな
手法や方法論を提案する
能力を身に着ける

課題を提案して実行し，得
られた結果を科学的に分
析する能力を身に着ける

科学技術の社会的影響力
と重要性，及び倫理的責
任を理解する

ナンバリン
グコード学年

3年 APH300XG 〇 △

3年 PHY300XG 〇 △

3年 MAT300XG 〇 △

3年 COS300XG 〇 △

△ △ △ △ ◎ △

△ △ △ △ ◎ 〇

△ △ △ △ ◎ △

△ △ △ △ ◎ △

数理モデルと統計

時間・周波数解析の基礎理論としてのフーリエ解析を学ぶ。フーリ
エ解析は18-19 世紀のフランスの物理学者・数学者であるジョセ
フ・フーリエによって創始されたもので、「さまざまな関数が周期
の異なる三角関数の無限級数で表される」ことに基礎を置いてい
る。今日フーリエ解析は、微分方程式の解法、実験や数値シミュ
レーションのデータ解析、信号処理など社会の広い範囲の科学技術
に応用されている。

フーリエ解析のもっとも基礎であるフーリエ級数展開の概念と収束の
意味を理解し、基本的な関数のフーリエ級数展開とフーリエ変換、逆
変換ができるようになる。エネルギースペクトルとパワースペクトル
とは何かを理解する。

人文・社会リサーチ方法論

教育・社会・心理系のリサーチで必要とされる基礎的な統計処理の
知識とリサーチデザインの組み立て方に習熟し、自己の研究課題に
応じて適切な方法を取り結果の解釈ができるようにする。

種々の方法を駆使した様々な論文を読みながら、以下の二つを到達目
標とする。
 １．自分の研究課題に応じて適切な方法を取ることができるように
する。
 ２．上記１の下位目標として、基礎的な統計処理の知識に習熟す
る。
 ３．上記１の下位目標として、学術論文の「方法」と「結果分析」
を読み取り、解釈できるようにする。

量子エレクトロニクス

量子エレクトロニクス，光科学の分野における「科学のみちすじ」
を学ぶ。レーザーの発明(1960年)により、新しいコヒーレントな光
が利用できることになったことで光学は大きく進展し、量子エレク
トロニクスと呼ばれる分野が出現した。本講ではレーザーの基礎を
中心に、応用としての光科学、特に非線形光学、超精密測定につい
ても学ぶ。

レーザーの基礎となる、光学、光の吸収放出、共振器について学び、
レーザー発振の機構を理解する。さらに、各種レーザー発振装置の概
要にも触れる。また、強力なレーザー光は非線形効果を引き起こす
が、これを利用した非線形光学現象についても学ぶ。

量子力学ＩＩ
いわゆる量子力学Ⅱおよび、統計力学の基本について学ぶ。ともに
物理学の理解には必要不可欠のものである。また、これらのことを
理解することで、ミクロな世界とマクロな世界の繋がりを知る。

量子力学Ⅱの重要な概念である、角運動量、スピン、摂動、対称性と
保存則について理解する。また、統計力学の重要な概念である、分布
関数、統計、自由エネルギーについて理解する。


